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《調査》
生活満足感と中流意識〔1〕
藤 森 俊 輔
　〔問題設定〕
　主として現在日本の経済社会を環境として，諸個入はどのような社会的存在としての意
識と行動をとることになるのかの大きな中心テーマの一つは，社会階級・階解はどのよう
なものとして実体的に形成されているのかという問題であろう。
　ここで取り扱う主題は，この大きなテーマの部分的な一問題である。経済社会体制を所
与の環境とするとき，人々の存在は，それに規定され，また反作用する生活者の生活体系
として理解する事ができよう。この生活体系は，さまざまなニーズを諸生活活動によって
充足する過程を要素とする生活活動のシステムと理解される。これら生活活動は一面で技
術的なものであるが，他面で何らかの協働の関係のもとでの協働行動として行なわれてい
る。こうした生活活動は，一方で客観的なものとして分析されると同時に意識としておさ
えられ，一つの意識的な行動として行なわれているものと分析できよう。これらの意識は
幾つかの次元をもつものと考えられるが，ここでの関心は生活意識である。生活意識の中
でもニーズ充足活動の結果に伴う意識としての生活満定意識に焦点をおいている。経済
社会体制が与えるinpactsや個人の生活体系に配分される不平等なinputsなどが，諸個人
の生活構造を何らかの階層的なものとして分化せしめる事になるが，人々はこれを何らか
の枠組みで階層として認知し，自己を何らかの階層的地位に帰属するものとして認知して
いる。客観的な地位が異なるに応じて異なる生活構造は生活満足のあり方にも相異をもた
らすであろうし，階層的地位への帰属意識とも密接に相関するであろう。こうして，ここ
では，幾つかの異なった職業階層に対応する生活満足のあり方と，階層帰属意識がどのよ
うな関係にあるのかを検討しつつ，現在の日本において実体的に成立している社会階級・
階層の一面を明らかにしょうとするものである。
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　現在，多くの論者が実証的な分析を媒介にして，生活体系の面から階級・階層構造にア
プローチしている。ここではその詳細については論ずる事はできないが，そうした論議の
中で日本の階級・階層構造が十分に明らかにされたとはいいがたい状況にあろうと思われ
る。そうした経過の中で多くの人々が，意識と行動の面に関心をもつとき，今日こ中流帰
属層こに注目しつつある事が顕著な一動向となっているといえよう。私はそうした関心を
共有しつつ，生活満足意識と中流階層帰属意識の関連を調査を通して明らかにする作業を
最近試みた。いわゆる中流意識とよばれるものは「くらしがどの程度のものか」の質問に
対するものであり，このくらしの程度によって階層帰属を回答してもらっているという内
容のものである。しかし，他方で我国における社会階級帰属意識は，現段階において，す
ぐれて中流意識として存在じているのではないかとも推定される。社会階級として自己を
意識し認知するときにその認知的価値標準となるものとしての階級・階層イデオロギーの
作用は大きいと思われるが，一方でこ階級意識ぐの内容，定義づけは大きな変化を示しつ
つも明確に共有される定義づけを形成しえておらず，他方で，中流階層枠組みが，生活福
祉を究極的な価値とする動向とも結びつき，わかりやすい社会階層の認知的価値標準とし
て多くの人々に共有されつつあるのではないかとも思われる。こうして，ともあれ，中流
意識は今日，社会階級・階層構造の点でも注目されなければならないのであるが，この中
流（階層帰楓）意識は，なかんずく，「くらし全体の満足」意識と強い相関をもち，この満
足の程度と照応するかのように理解される。この点については，多くのデータが示すとこ
ろであり，私自身のデータでも常に確認してきたところである。しかし，私は前回の調査
論文において，この「くらし全体の満足」は一般に理解されるよりは世帯の収入一消費の
レベルという意味での家計レベルの満足に大きなかかわりがあると同時に，それにとどま
らず，労働一余暇過程という労働生活レベルの満足もまた大きな関連をもっているのでは
ないかと分析した。（註1＞これをうけて，今回の私の調査は，家族生活，職業生活，住民生
活の各生活場面の中での生活福祉追求をとりあげ，それらの生活満足が，生活満足全体の
中でどのような構造をとっているのかを解明しようと意図してみた。本稿は，階級・階層
意識σ）解明にまでこの分析を展開する事は必ずしもできなかったが，生活福祉の労働一生
活過程を基軸とした私的追求一満足の文脈で，人々はその生活体系の階層的特性を自己評
価し，帰属意識をもつにいたっており，そうした文脈から今日の多数の人々の社会階級・
階層としての意識と行動を主として方向づけているのではないかと仮定して，そうした文
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脈を部分的にでも明らかにする事を願いつつ分析を行なってみたものである。いわゆる1階
級意識ことして問題とされてきたものは，私の理解では最広義には生活主体が生活福祉を
私的に追求するにとどまらず，社会的主体を形成する方向での営為にかかわるものであり，
そうした営為の一つの社会的所産であって，そうした文脈での生活主体の階層としての特
性が今日どのようなものとなっているかの実態分析は今後の課題であると考える。ここで
の問題はとりあえず生活福祉の私的追求一満足の文脈での階級・階層特性という側面に限
定される。
　〔ケースの属性について〕
　さて，今回私たちの収集したサンプルの属性についてその特性をまず述べておきたい。
　私たちは岡山市内の職業科高校および普通科高校のなかから，県立高校のみ選び，職業
科高校4校，普通科2校の52年度卒業生名薄よりサンプリングを行ない，その出身階層調
査を行なった。調査は昭和58年1月に行なわれた。本稿では，出身階層についての分析を
行なうわけではなく，そこに含まれる種々の職業の人々に関して，その生活満足意識と階
層帰属意識に関して，意識分析を行なうことを課題としている。さし当って，分析の対象
は種々の職業階層の人々であり，岡山市高校生の家族という母集団全体の階層構造を問う
わけではない。いわば，286ケースの種々の職業階層に属する人々に関する事例の集計だと
いうべき性質のものである。したがって，ここでは，我々の取り扱った事例がどのような
人々からなるのかを示すという意味で，そのサンプルの属性を示しておく。回答者は52年
度高校卒業生の家族の世帯主であり，おおむね40代後半から50代の年齢層の男子である。
　表1，表2は我々の分析の対象である高校生の世帯主の職業および従業上の地位の構成
表1　世帯主の従業上の地位
実　数
?
1．被雇用者（傭われて給与をもらっている人） 157 54．9
2．経営者（重役）役員 26 9．1
3．雇人のある自営業主・農家（雇人が1～4人までの方） 21 7．3
4．雇人のない自営業主・農家 65 22．7
5．家族従業者 2 0．7
無　　回　　答 ユ5 52
? 286 100．0
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表2　世帯主の職業
職　　　　　　　　　業 実数
?
職　　　　　　　　　業 実数
?
1，農林漁業従事者 32 1L233，その他の管理的職業従事者 10 3．5
2．会社団体の経営者，役員 18 6．3 34．事務従事者 12 4．2
3．小売店主 13 4．5 35．その他の法務従事者 0
4．卸売店主 3 1．0 36．記　者　等 0
5．飲食店主 4 1．4 37．車　　　掌 1 0．3
6．技　能　工 33 11．5　　　　　　　辱R8，商品販売従事者 7 2．4
7，生産工程作業者及び単純作業者 33 11．539，販売類似職業従事者 2 0．7
8．定置機関・建設機械運転作業者 4 1．4 40．集　金　人 0
9．電気作業者 6 2．1 41，植　木　職 1 0．3
10．他に分類されない単純作業者 2 0．7 42．運輸・通信従事者 10 3．5
11，科学研究者 0 43，採鉱・採石作業者 o
12，公認会計士 0 44．郵便・電報外務員 1 0．3
13．医　　　師 1 0．3 45，土木工事作業者等 4 L4
17．大学教員 ? 0．3 46，鉄道線路工事作業者 1 0．3
18．獣　医　師 0 47，清　掃　員 2 0．7
19．技　術　者 1ユ 3．8 48．その他の分類されない労務作業者 3 1．0
20．医療保健技術者 1 0．3 49．サービス職業従事者 2 0．7
21．船　長　等 1 0．3 50．家事サービス職業従事者 0
22．航空操従士等 0 51．自衛隊員 0
23．教　　　員 10 3．5 52，警　　　官 2 0．7
24，宗　教　家 2 0．7 53．無　　　業 3 1．0
25，保　　　母 0 54．主　　　婦 1 0．3
26．社会福祉事業専門職員 o 56．兼業農家 13 4．5
27，個人教師 0 無　　回　　答 6 2．1
’業従事者 15 5．2
32，管理的公務員 15 5．2
? 286100．0
である。55年度岡山市の「従業上の地位別就業者」構成と比較すると，雇用者が14％少な
く，「雇人のない自営業主」が10％多くなっており，岡山市民の構成と比較すると我々のサ
ンプルは自営業者層に偏っているといってよいだろう。
　表3は前2表を組み合せて近似的な階級・階層構成をえたものであり，職業階層という
とき，このコーディングによるものである。各職業階層に含まれるケースとしては，不生
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表3　職業階層構成
区　　　　　　　分 実数 比率 区　　　　　　　分 実数 比率
A　資本家階級＝（1）十（2｝十（3） 49 17．1 D　労働者階級＝（8＞～（14） 13747．7
（1）個人企業主
A　会社役員と管理職員
o3）管理的公務員
???2．1
X．8
T．2
B（4）軍入・警官・保安サービス員 2 O．7
C　自営業者層＝⑤＋（6＞ 81 28．3
所謂サラリーマン層＝（8）＋（9）
@（8）専門的・技術的職業従事者
???）????????????＝（???????????????????????????????????＝????????????????????????????????????????
45
R3
P2
W3????
15．7
P1．5
S．2
Q9．0
Q．4
Q6．6
Q．O
k7
O．3
P．0
（5）自営業者と家族従業者
@（a）農林漁業従事者o　（b）鉱工運通従事煮　（ω販売従事者｛　（d）サービス職業従事者（61専門的・技術的職業従事者（7）上記のうち家族従業者
79
R8
P9
Q1??
27．6
P3．3
U．6
V．3
O．3
P．G
n．7
主　　　　　　　　　　　婦 1 0．3
分　　　類　　　不　　　能 13 4．5
総　　　　　　　　　計 286 ｝
産的労働者層が少なく，ほとんど問題にする事ができなかった。
　表4は規模別にみた職業諸階層で，我々の事例では，家族従業者のみでの規模が22．4％，
1人～29人以下零細が，18．5％，計41％を占めている。また30～1000人が21．6％を占め，
1000人以上16％であり，官公庁12．2％と合計すると，28％が規模の大きなところで働いている
ということになっており，全体として60％が中小・零細規模での就業者であった。しかし，
サラリーマン層の6割以上は大企業，官公庁勤務者であり，生産的労働者層の約40％弱は
1000人以上・官公庁勤務者であるという点で他の階層に対して特色を示している。また，
我々のサンプルに含まれる会社役員・管理職層は，80％が1000入未満規模であり，特に300
人未満規模の中小企業で55％を占めている事も注意しておきたい。
　表5，表6は収入階層と職業階層のクロス表である。収入階層は，ここでは収入満足の
程度との照応から4階層に分けておいた。図1によると，あまり明快とはいえないが，375
万以下層で基本的に大多数が収入不満であり，675万以上で満足が過半を占めることにな
っている。
　表5は世帯主収入による取入階層との対応をみたものである。我々のサンプルの構成か
らすると．，会社役員・管理職層は，その4割弱が最上屑に属するという点できわだってい
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表4　規模別職業階層
　　　　企業硯模
K　　層
家族従
ﾆ　者
1△　4人 5△29人 30入　～
Q99人
300人　～
X99人
1000人
@以上
公・
@官庁
わから
ﾈ　い 計
0 2 1 3
個人企業主 66．7 33．3 L2
1 0 6 10 3 5 25会社役員と管理E 4．0 24．0 30．0 12．0 20．0 9．7
1 1 1 12 15
管理的公務員 6．7 6．7 6．7 80．0 5．8
2 2軍人・警官・保
ﾀサービス貝 100．0 0．8
34 1 2 1 38
農林漁業従事者 89．5 2．6 5．3 2．6 14．7
10 5 2 17
鉱工運通従事者 58．8 29．411．8 6．6
1ユ 7 1 1 20
販売従事者 55．0 35．0 5．O 5．0 7．8
1 1サービス職業従
鮪ﾒ 100．0 0．4
3 3専門的・技術的
E業従事者 100．0 1．2
2 2上記のうち家族
]業者 100．0 0．7
1
?．
9 2 8 11 1 33専門的・技術的
E業従事者 3．0 3．G 27．2 6．1 24．3 33．3 3．0 12．8
1 2 3 5 u事務従事者 9．ユ 18．2 27．3 45．5 4．3
5 2 7
農林漁業従事者 71．4 28．6 2．7
ll 2G 9 24 5 6 75
鉱工運通従事者 14．7 24．7 12．0 32．0 6．7 8．0 29．1
3 ? 1 5
販売従事者 60．O 20．0 20．0 1．9
1 1
サービス職業 100．0 0．4
63 15 34 43 15 44 35 9 258?
22．4 5．8 13．2 16．6 5．8 17．1 13．6 3．5 100．0
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表5　世帯主収入階層別職業階層
125万未満 125万以上375万未満 375万以上675万未満 675万以上　　　　　　世帯主の臼三収
｢帯主の階刷区分 実　数
?
実　数
?
実　数
?
実　数
?
個　人　企　業　主 0 0 5 83．3 1 16．7
会社役員と管理職 o 5 17．9 ユ2 42．9 1ユ 39．3
?????
管理的公務員 0 o 13 86．7 2 13．3
小　　　　　　計 O 5 10．2 30 6ユ．2 14 28．6
軍人・警官・保安サービス 0
】
50．0
?
50．0 0
農林漁業従事者 6 18．2 16 48．5 11 33．3 o
鉱工運通従事者 0 12 63．2 6 31．6 1 5．3
販　売　従　事　者 4 20．0 14 70．0 2 ユO．0 0
???????????
サービス従事者 0 1 100．0 o 0
尊門的・技術的職業 0 2 66．7 0 1 33．3
．と記の家族従業者 0 2 ユ00．0 o 0
小　　　　　　計 10 12．8 47 60．3 19 24．3 2 2．6
導門的・技術的職業 1 3．0 5 15．2 24 72．7 3 9．1
??????
事　務　従　事　者 ? 8．3 5 4ユ．ア 6 50．0 0
農林漁業従事者 2 28．6 3 42．9 2 28．6 0
??????????
生労
Y的働
鉱工運通従事者 2 2．8 46 63．9 24 33．3 0
販　売　従　事　者 0 2 50．0 2 5D．O o不園
ｶ箒雌ｭ サービス従事者 1 100．0 0 o 0
小　　　　　　計 7 5．4 61 47．3 58 45．0 3 2．3
失　　　　業　　　　者 0 1 100．0 0 0
主　　　　　　　　　婦 0 1 100．0 0 0
る。また，会社役員，管理的公務員，専門的・技術的サラリーマンのいわゆる上層サラリ
ーマン層は，その大半が，375万一一675万以上層に属するという点で，それ以外と異なった
特色をもつ。自営業層や生産的労働者層は，これに対して，その大半が375万以下層に属
する低収入階層である。これに対して，事務従事者は両者の中間に位置する収入階層とな
っている。農民層は，その6割強が375万以下の低収入層となっている。また，自営業者
のうち，販売自営業者層にもっとも低収入の人たちが目につく。
　表7の1は，我々のサンプルに含まれる学歴階層にどのような職業階層の人々が多いか
を示したものである。旧制度の学校については，新制レベルに対応するものに含めてまと
めてある。同じく表7の2は収入階層と学歴との対応をみたものであり，学歴と収入の相
関の高さをうかがわしめている。
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表6　世帯総収入別職業階層
425万未満 425万以上625万未満 625万以上825万未満825万以h　　　　　　　　世帯総収入
｢帯主の階層区分 実　数
?
実　数
?
実　数
?
実　数
?
個　人　企　業　主 0 4 66．7 1 16．7 1 16．7
会社役員と管理職 3 10．7 5 17．9 6 21．4 14 50．0
?????
管理的公務員 o 4 26．7 3 20．0 8 53．3
小　　　　　　計 3 6．1 13 26．5 10 20．4 23 46．9
軍人・警官・保安サービス 0 1 50．0 0 1 50．0
農林漁業従事者 14 42．4 9 27．3 6 18．2 4 12．1
鉱工運通従事者 5 29．4 4 23．5 5 29．4 3 17．6
販　売　従　事　者 14 77．8 3 16．7 0 1 5．6
?????????
サービス従事者 0 ? 100．0 0 0
専門的・技術的職業 2 66．7 0 1 33．3 0
上記の家族従業者 2 100．0 0 0 0
小　　　　　　計 37 50．0 17 23．0 12 16．2 8 10．8
所リ　専門的・技術的職業 5 152 11 33．3 10 30．3 7 2…．2謂1Tマ宴 事　務　従　事　者 5 41．7 3 25．O 1 8．3 3 25．0
農林漁業従事者 5 η．4 1 14．3 1 14．3 o
??????????
生労
Y的働
鉱工運通従事者 20 28．2 32 45．1 12 16．9 7 9．9
販　売　従　事　者 1 20．0 3 60．0 1 20．0 0不園
ｶ労Y卵 サービス従事者 1 100．0 0 0 0
小　　　　　　計 37 28．7 50 38．8 25 19．3 17 13．2
集　　業　　老 1 50．O 1 50．0 0 o
主　　　　　　　　婦 1 100．O 0 0 0
　以上の我々が取扱ったケースの職業階層の属性上の特性の概観を前提として，これら全
職業階層を含んだ全体の平均的な生活満足意識を次に記述しておこう。
　〔生活満足意識の内容の概観〕
　さて，我々はまず生活満足意識について問題にしてみよう。ここでの我々の意図は，ま
ず，生活体系の全体にわたって充足がめざされる様な生活ニーズをできるだけとりあげ，
これらの要求充足意識＝満足意識を概観し，そうした満足意識が，生活全体の満足意識
にどう総括されるかを問題としてみる事にある。図2は，生活要求がどのような要素から
なるかの考え方を示したものである。ここで人々の生活の全体は，生活のニーズを生活手
段としての諸資源を利用しつつ充足する活動と，一定の社会的諸関係の中で社会的役割と
してそれが行なわれるという二側面からなる生活活動の総体としてとらえられる。生活二
一266　一
生活満足感と中流意識〔1〕　635
図1　収入階層別収入満足
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ss　．o　e／．
????????
?052
一ズの充足のための活動過程は，家族，職場，住民というような生活諸関係の中で行なわ
れており，基本的な生活要求をこれら三つの生活場面の中での基本的要求として列挙した。
生活要求は，上記二側面に関して，生活資源満足と生活関係満足に二大別され，それぞれ
の生活場面について列挙されているので，全体で6グループに分けられるような内容とな
っている。
　我々のアンケート項目は，図2に示されるようなものである。例えば家族生活の場の中
で，家族消費生活が営まれ，また，家族関係が編成されているが，この二つの側面につい
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表7の1　学歴別職業階膚
階層 義務教育 高　　　　卒 短　　大　　卒 大卒以上
?????
農　林　漁　業
z工運通自営
z工運通従事者
農　林　漁　業
齧蜩I・技術的
Tラリーマン
z工運通従事者
会社役員と管理
E鉱工運通従事老
会社役員と管理
E管理的公務員
齧蜩I・技術的
Tラリーマン
表7の2　学歴別収入階層
　　　　世帯主年収
w　　歴 125万朱満
125万以上
R75万未満
375万以上
U75万未満 675万以上
?
義務教育
黶e@　　　　　　　炊尚　　　　　　†
Z　　大　　卒
蛛@卒以　上
ｻ　　の　　他
9，3　（10）
S．1　（4）
R，0　（1）
X．5　（2）
T0．0　（2）
59，8　（64）
S4．9　（44）
P8．2　（6）
S．8　（1）
Q5，0　（1）
29．9　（32）
S4．9　（44）
T7．6　（19）
T7．1　（12）
Q5．0　（1）
0．1　（1）
U．1　（6）
Q1．2　（7）
Q8．6　（6）
n　（0）
40．7（107）
R7，3　（98）
P2．5　（33）
W．0　（21）
P．5　（4）
計 7．2　（19） 44．1　（116）　　　4ユ．1　（108）7．6　（20）100．0（263）
ての全体の満足に総括される個別的なニーズ項目に関する満足意識が，それぞれ6つと4
つあげられている。同様に，労働生活満足，職場満足に総括されるそれぞれ6つと8っ
の項目，生活環境満足と市町村満足に総括されると考えられるそれぞれ6つと5つの項目
をあげている。これらは，全体として，「生活全体満足」に総括されるだろうと想定された。
以上，43の満足意識に関する質問項目が用意され，5段階尺度で画答してもらったもので
ある。図2において，各項目をつなぐ実線は相関の高いものを示している。この相関図は，
各項目と，総括する意識と想定された満足項目との相関をみたものであるが，これにより
次のようにいってよいだろう。
　第一に，三つの生活の場における項目群は相互に独立しており，それぞれ，中間的な総
括項目に関連していると思われる。総括項目がどれほど各項目をよく総括しうる項目にな
りえているかには濃淡があり，今後の検討を要するようだ。
　第二に「生活全体の満足」項目は，生活資源満足と生活関係満足全体を総括するもので
はなく，生活資源満足のみにかかわるものであるということであり，個別的項目について
は，収入満足ととりわけ強い相関をもつということである。生活関係に関する満足項目全
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体を代表する質問項目は別途工夫する必要がある。
　以上の事から，我々は「生活全体満足」をとりわけ，生活資源満足との関連で特に問題
として行きたい。43項目のうち生活関係満足の諸項目の分析は紙数の関係もあって次の機
会に譲ることにする。
　さて，図3の1～4は，上記43項目を，満足度の高い順に並べたものである。更に表8
は満足の高い項目，不満の強い項目をそれぞれ取り出して示してある。この単純集計でみ
るかぎり，我々のサンプルにみる全職業階層にわたる生活満足の高い項目は，食住生活，
家族関係，近隣関係などであり，特に不満の高い項目は，とりわけ収入であるが，ついで
老後および余暇に関して不満が高いといってよいようだ。
　　〔生活満足意識の因子分析〕
　さて，本論に入って行こう。我々の本稿での問題の第一の関心は，現段階において人々
の生活の全体満足を構成している満足要因はどのような構造をとっているのか，というこ
とである。生活全体の満足は別稿において述べたように（註2）生活階層帰属意識の指標
とでもいうべき位置をしめていたのであるが，本稿では，生活全体の満足がどのような構
造をもっているのかをより詳しく調べてみようと考える。そこで上記43項目のうち，生活
全体の満足に総括されると思われる生活関係満足項目以外の23項目のみについて，まず因
子分析を行なってみよう。これによって三つの生活場面で追求される生活ニーズの満足意
識が，どんな潜在的な満足構造を形成しているのかを明らかにしてみたい。一般に，生活
に対する満足の意識は，様々な生活要求の何らかの総合の結果と推定されえようが，それ
を単純な満足量の合計と考えることはできない。そこには，生活要求のあり方，従って，
満足のあり方に，幾つかの基本的な構造があると思われる。ある要求は重要かつ切実とさ
れ，他はそうではない。要求項目に対するWeightの相異があるであろうし，また幾つか
の項目はとりわけ相互に相関し，他とはあまり相関しないということもありうるであろう。
どんな生活満足項目が相互に相関が強く，一つのまとまりをもつだろうか。一つのまとま
りと理解できる満足意識群は何らかの共通要求一満足の潜在的因子の現象として解釈でき
ると思われる。こうして我々は，いわゆる因子分析の手法を用いて，23項目について7因
子を析出する事ができた。
　表9は各変数の因子負荷量，固有値，寄与率をそれぞれ示してある。因子負荷量はそれ
ぞれの項目の因子に対する関連の強さを表現するものであるが，第一因子は，収入，f士事
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表8
満足を示すグループ
　　　　　　　　（50％以上）
不満を示すグループ　　　　どちらともいえないを示
　　　　　　　（30％以上）　　　　グループ（40％以上）
項　　　　　目 比率 項　　　　　目 比率 項　　　　　目 比率
　あなたは食生活に満
ｫしていますか。 85．6
　あなたはあなた自身
ﾌ収入に満足していま
ｷか。
542
　あなたの属する住民
ﾌ運動体（協同組合，一を支持する会，一を
ｾるくする会）などに
ﾂいて
51．7　あなたの家族全体に
ﾂいて 79．9 　あなたは老後生活の
ﾛ障の見込みについて
梠ｫしていますか。
38．8　あなたの子供たちと
ﾌ関係について 78．5
　あなたの配偶者との
ﾖ係について 76．9
　あなたは勤め先の年
熨ﾞ職金制度に満足し
ﾄいますか。
38．1
　会社が奨励する生産
ｫ向上のための運動，
E場改善運動などにつ
｢て
49．4
　あなたは家族の健康
ﾛ持に満足しています
ｩ。
73．4
　勤め先の研修コース，
驪ﾆ内の教育について 48ユ　あなたは，あなたのn域のスポーツ，娯楽
ﾌ施設に満足していま
ｷか。
34．3
　あなたは住居に満足
ｵていますか。 70．0
　あなたの属する業者
g合，商店会，農協に
ﾂいて
47．3
　あなたは毎日の買物
ﾌ便利さに満足してい
ﾜすか。
67．1
　あなたはあなたの地
謔ﾌ老人のための施設
ﾉ満足していますか。
33．9 　あなたの属する労働
g合について 46．9
　あなたは，あなたの
Z所力・ら勤務地，学校
ﾈど毎日の交通の便利
ｳに満足していますか
66．8
　あなたは労働時間の
ｷさ，休暇の長さに満　　　　　　、足していますか。 31．5
　あなたの属する住民
ﾌサークル（スポーツ，
?｡，学習会，講習会〉
ﾈどについて
46．7
　あなたの親戚との関
Wについて 65．4
　あなたの属する市町
ｺ全体について 43．3
　あなたの職場の仕事
㈱ﾔとの人間関係に 6L9
　全体としてあなたの
d事上の社会関係は 41．0
　あなたの近隣の人と
ﾌ関係について 59．7
　あなたの町内会につ
｢て 4LO
　あなたの御両親との
ﾖ係について 59．6
　あなたの取引先との
ﾖ係について 40．1
　あなたはお子様の教
轤ﾉ満足していますか 58．0
　あなたは仕事上の地
ﾊの上昇に満足してい
ﾜすか。
39．2
　全体として世帯の生
?ﾉ満足していますか。 54．9
　あなたはあなたの地
謔ﾌ緑の環境に満足し
ﾄいますか。
52．8
　以上の全部を含めた
S体としてくらし全体
ﾉ満足していますか。
51．0
あなたは余暇に満足
ｵていますか。 50．4
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表9　生活満足意識項目の因子負荷量と固有値，寄与率
労働の私
I動機
家族消費
ｶ　　活
環境の
ﾖ利さ 生活環境
住民の施設
ﾂ境言果題
家族の生
?ﾛ題 老後生活 共通性
収　　　　　入 0．58467 0．252190．170350．26676一〇．05597 0．092140．24487 O．57720
仕　事　内　容 0．68279 0．24689 0．023650．185570．13334一〇．06034 一〇，150740．60630
昇　　　　　進 0．671480，1346］ 0．04209一〇．075980．209730．00825 0．17599 0．55158
健　康　管　理 0．72490一〇．08639 0．067990．115890．085390．062910．27482 0．63777
労　働　時　間 0．68210一〇．09181 0．05260一〇，02202 0．074820．320720．19595 O．62379
労　働　生　活 0．83476 0．16775D．109650．186360．04362O．07095一〇．06691 0．78314
生　活　全　体 0．49ア95 0．496370．11907 O．263340．033700．23269 O．09803 0．64275
食　　生　　活 0．12610 0．78808 0．11136一〇 06419 一〇．050580．10856一〇．0ユ812 0．668ユ7
住　　　　　居 0．047590．65333一〇．020020．210040．227710．082610．220520．58093
家族消費生1舌 0．47648O．518670．17418 0．16708一〇．O18530．29026 0．04226 0．64068
買　　　　　物 0．03007 G．145930．789090．0322正 0．04939 0．07659 0．07879 0．66042
教　育　施　設 0．18151 0．226570．59348 0．140800，451．86一〇，10184 一〇．10201．68129
通　　　　　勤 0．14259一〇．06499 0．81708一G．O1109 0．G89820．132070．039990．7工941
自　然　環　境 0．037750．08947一〇．12703 0．70699 0．34083一〇．05171 0．00449 0．64426
風　俗　環　境 0．190700．024890．087100．795470．01729 0．14049．112630．71006
生　活　環　境 0．357700．169010．299470．54585 0．029320．15365 0．10338 0．57930
余　暇　施　設 0．15499 0．031960．367880．ユ3091 0．738120．08356 0．03055O．73026
老　人　施　設 0．124780．039150．O12130．122490．775540．08802 0．173520．67157
余　　　　　暇 0．095020．303ユ7 0．11354一〇．】2885 0．225050．501100．33280 0．54294
家族の健康 0．26559 0．13620一〇．059780．078460．22270 0．78785一〇．18115 0．80193
子供の教育 0．005320．王2842 0．239110．21090一〇．14749 0．618260．ユ5881 0．54739
老後生活の見込 G．06858 O．317050．02445 0．22164 0．090770．13327 0．639520．58993
年　　　　　金 0．43609一〇．06029 0．061760．018330．12266一〇．04654 0．74188 0．76555
固　　有　　値 3．973632．09772 2．07752 1．90596L75 151．649471．49322
寄　　与　　率 26．6 14．o B．9 12．7 11．8 1Lo lo．o
内容の面白さ，昇進，職場での健康・安全，労働時間の長さ，などの各項目および「仕事
上の生活全体」の満足，「生活全体の満足」がきわだって強い相関をもち，生活全体の満
足意識を除いてこれらはいずれも労働生活において生活主体が充足をはかる労働の私的動
機の満足意識ということができる。23項目のうちでこれらが一つの因子を構成する事はい
わば当然であるが，この第一因子の寄与率，即ち，23変数のもつ全体のバラツキを説明す
る値は，26．6％ともっとも大きい。この因子を我々は「労働生活の私的動機充足の因子J
とよぶことができよう。生活全体の満足を構成する因子として労働生活の満足が大きく一
一276　一
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与している事をここでは注目しておきたい。
　第一因子を構成する諸項目の満足度の内容は比較的低いといってよいだろう。とりわけ，
収入および昇進については満足度は低く，満足している人は24～26％にすぎず，収入につ
いては54％が不満で最も不満の高い項目といえる。職場の安全，労働時間についても満足
する人は30数％で不満も同様に高い。この因子を構成する項目のうち，比較的満足度の高
く不満の少ない項目は労働生活全体の満足と労働内容の面白さであって，47％が労働内容
に満足し，48％が労働生活全体に満足している。労働の私的動機充足のもっとも基本的な
軸は収入と昇進であり，管理制度もこれを｛ncentiveとして組まれている事はいうまでも
ないが，この基軸について満足できないにもかかわらず，労働そのものの内容については
比較的満足が高く，労働生活全体も満足が高くなっている。労働生活の全体の満足の高さ
は，満足度の高い職場の人間関係に関する満足などとも関連しており，43項目全体の因子
分析を行なうと，職場人間関係満足はこの因子に含まれてくることを追記しておく。要す
るに，労働生活の私的動機充足の平均的な基本的内容は，基軸的な要求としての収入・昇
進について満足できないながらも，仕事自体の面白さや，職場人間関係の満足などによっ
て労働生活の全体に「まあ満足」するというあり方を示している。この他に第一因子には，
　「生活全体の満足」が含まれているが，「生活全体の満足」は労働の私的動機満足の因子と
もっとも相関が高く，後にみるように因果的関係も強い。しかし，内容的には労働生活の
私的動機充足という内容からはずれるものである。なぜこの項目がここに含まれるかは，
次の図4によって説明されよう。図4は生活全体満足にとりわけ相関の高い項目の相関
図である。「生活全体の満足」は労働生活の私的動機満足の因子と次の第二因子である家
族消費生活満足の因子の両方に関連する位置を占めているといってよいが，第一因子との
相関の方がやや強く，第一因子に含まれているとみてよいだろう。この労働生活の私的動
機の追求と家族生活における消費が，生活体系全体の基軸をなしていることとこの消費意
識構造の中軸のあり方とが照応していると思われる。
　第二因子は，食住満足と家族消費生活満足からなり，寄与率は14％となっている。この
因子の内容はサンプル全体としてみれば，高い満足度を示しているといってよいだろう。
食住については70～80％の入が満足しており，全体としての家族の生活についても55％の
人が満足をしている。しかし，家族生活に関する他の因子にみるごとく，家族生活にまっ
たく問題がないわけではなく，家族生活全体の満足は食住の満足度ほど高いとはいえない
一277一
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結果になっているようだ。ともあれ，家族消費の満足は，食住満足とともに第二因子に強
く相関して，一つの因子を構成している。
　家族生活にかかわる内容をもつ項目で，余暇，家族の健康，子供の教育が上記と区別さ
れて別の因子を構成している。これら三項目は，今日の家族生活にとって重要度を高く与
えられ，強い関心をもたれている問題だと考えてよいのではないか。その意味で，「家族の
生活課題」の因子とよんでおく。これに加えて，老後生活の問題がつけ加えられると，生
活課題が出揃うということになろうが，ここでは，年金制への満足とともに独立の因子と
して析出されている。これを「老後生活」満足の因子と名づけておく。
　余暇については50％が，家族の健康については73％の人が，また子供の教育については
58％の人が満足を表明し，「家族の生活課題」の因子は比較的満足度が高い内容をもつも
のと思われる。
　これに対して，老後生活に対する満足は低く，老後の保障については26％が，更に年金
制度については16％の人が満足しているにすぎない。いわゆる生活問題として今日人々の
意識にのぼっているものは，住宅，教育，老後と物価といわれているが，これらは地域や階
層差があるとはいえ，広い諸階層にとっての普遍的な生活問題と考えてよいものであろう。
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　以上の4因子と区別される3つの因子は，いずれも生活環境資源にかかわるものである。
生活環境資源に関する満足意識は，「生活の便利さ」にかかわる買物，教育施設，通勤の便
の諸項目，自然・風俗環境と生活環境全体のような，特定の生活空間を共にする人々にと
っての一般的な「生活環境の因子」，および，今日もっとも人々の強い関心を向けられつつ
ある「住民の施設環境課題」の因子ともいうべき余暇施設と老人施設の因子に析出された。
　「生活の便利さ」の因子は，いずれも満足度は高く，「一般的な生活環境」因子も過半の
人が満足を示している。これに対して，「住民の施設環境課題」と考えられる因子は，それ
ぞれ，きわめて満足度は低く，切実度も高いと推定される。
　以上，要するに7っの因子が析出されたが，「労働の私的動機充足」とりわけ，収入，昇
進の基軸的な項目において，また，「老後生活」の因子，「住民の施設環境課題」の因子が，
満足度も低く，満足意識の点でこれらが今日の生活問題をなすものととらえられているの
ではないかと思われる。これに対して，「家族の消費生活」「環境の便利さ」「一般的生活
環境」の満足意識因子は，生活全般を「まあ満足」とする事に貢献する方向で機能してい
るものといえるだろう。
　以上を次のように小括しておこう。
　①生活満足意識の全体は7因子から構成されると分析できる。
　②23項目全体のバラツキに対してもっとも大きな説明力をもつ因子は「労働の私的動
　　機満足」である。労働生活満足がしめる生活満足意識の中でのウェイトの大きさが注
　　目される。
　③労働生活にかかわる満足意識と家族における消費生活の因子が，7因子の中でも中
　　軸的な因子をなし，また相互に高い相関関係をもって，生活全体満足要素を媒介に一
　　群をなしている。これらの2因子のまとまりを労働一生活過程満足ともいうことがで
　　きるだろう。
　④7因子のうち，「労働の私的動機」満足，とりわけ，収入，昇進についでと，老後生
　　活の因子，および余暇と老後に関する「住民の施設環境課題」の因子が満足度が低く，
　　満足意識の点ではこれらが今日の生活問題と意識されることになろう。
　以上とりあげた23の生活満足意識の諸項目の中で，家族消費生活，生活環境，職場生活，
生活全体の満足意識項目は，その他の諸項目を総括する位置をしめる事はすでに述べた。
これらの総括的意識項目は，相対的に，そこに含まれる諸項目の満足度の如何にかかわらず
一279一
648
高い満足度を示す傾向があった。ここで次に取り扱う問題は，それぞれの総括的満足の高
さを，これら7因子がどれだけ説明するものであるかを検討する事である。そのために，
我々は重回帰分析を利用しよう。重回帰分析はここでいう7因子のような変数間の内部相
関を考慮しながら，ここでいう総括的満足意識というような外的基準変数を最も効率的に
予測できる重みを求め，それによって予測式を定める方法とされている。
　さて，表10～表14はそのような重回帰分析の結果の表である。
　表10は家族生活全体の満足度を従属変数とし，7因子のスコアを独立変数とする重回帰
分析の結果である。重相関係数は，重回帰分析によってえられた合成変数9と基準変数y
の相関係数であるが，一般に，重相関係数が大きいほど，（1．0に近いほど）重回帰式にく
み入れた変数が全体として，基準変数に対して強い影響力をもつといえる。この表による
と，ほぼ0．8の値をもち，7因子は家族生活満足に対してかなりの説明力をもつと推定して
よい。ここで寄与率とは，yの全変動のうち，独立変数によって説明される変動の割合い
を表わすとされるが，その寄与率は約64％であり，我々の取り扱うような社会現象につい
てだけ限定すれば，通常かなりの寄与率であると考えてよいであろう。最終ステップのF
値をみると，第二因子，ag一一因子の値がさわだって高く，この2因子が説明力に対する貢
献度できわだっていることを示している。以上の点から，次のようにまとめることができ
よう。
　家族生活全体の満足意識とここでいうものは，家族生活において追求される生活福祉の
全体の満足と想定されるが，これを7つの因子に分析される満足のあり方がかなりの因果
表10　家族消費生活満足の重回帰分析
重相関係数 寄　与　率 最終ステッvのF値 回　帰　係　数
家族の消費生活 0．53097 0．28193 207，080 0．5685255
労働の私的動機 0．70901 O．50270 162，966 0．5098350
家族の生活課題 0．77545 0．6013368，373 0．3344939
環境の便利さ O．78980 O．62378 16，358 0．1609773
生　　活　　環　　境 0．79833 0．63734 9，489 0．1249499
住民の施設環境課題 0．79902 0．63843 0，752 一〇．3476874D－01
老　　後　　生　　活 0．79948 0．63917 0，524 0．2858969D－0ユ
constant 3．302387
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表11　生活環境全体満足の重回帰分析
重相関係数 寄　与　率 最終ステッvF下値 回　帰　係　数
生　　活　　環　　境 0．50644 0．25648 152，419 0．5372372
労働の私的動機 0．61922 0．38343 76，973 0．3759083
環境の便利さ 0．69443 0．48224 55，369 0．3177342
家族の消費生活 0．71407 0．5098916，096 0．17QO460
家族の生活課題 0．72926 0．53181 12，339 0．1524499
老　　後　　生　活 0．73778 0．54432 7ユ53 0．1133348
住民の施設環境課題 0．73845 0．54531 0，558 0．32ユ2105D－0ユ
constant 3．171238
的な関係で説明している。そして，なかでも重要であるのは，消費満足と労働の私的動機
充足の因子であって，この二つの因子がきわだった説明力をもつものといえるだろう。
　表11は同様にして，次のような結果を示している。生活環境全体に関する満足意識は，
7因子によって同様にほどほどに説明されることができ，54％の変動を説明している。生
活環境全体の満足度については，しかし，「一般的生活環境」因子がきわだった説明力を有
し，他の二つの生活環境に関する因子は説明力をほとんどもたないといえる。
　表12から読みとれる結果は次の通りであろう。労働生活全体の満足度は，7因子によっ
てほとんど説明されるとしてよいが，なかでも「労働生活の私的動機充足」の因子が決定
的な説明力を有している。
　表13によると，「生活全体の満足」は7因子によって十分に説明されるとしてよいと思
われる。この場合，しかし，主要な説明力は「労働生活の私的動機充足」と「家族消費生
活」の二因子がもっている。これらに対して，他の5因子の説明力はかなり小さいといえ
る。この二つの因子は，生活全体がそのニーズを充足する営みの基軸である労働と消費の
過程に関する満足因子であるといえ，人々の生活体系の一次元としての生活章識の中心的
位置を占めることは十分に首肯できることである。「生活全体の満足Jが，この労働一生
活過程にかかわる満足のあり方によって主として説明されるということを確認しておきた
い。そうした意味で，従来，「生活全体の満足」がともすれば消費生活の全体満足として理
解されがちであったのは不十分というべきであろう。（註3）
　表14は，生活階層帰属意識を従属変数とし，7因子の因子スコアを説明変数とした重回
帰分析の結果である。生活階層帰属意識は，くらしのレベルに関して上下の関係をいわば
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表12　労働生活満足の重回帰分析
重相関係数 寄　与　率 最終ステッvのF値 回　帰　係　数
労働の私的動機 0．83506 0．69732 838，6870．9898968
生　　活　環　　境 0．85429 0．72980 41，247 0．2229557
家族の消費生活 0．87101 0．7586535，319 0．2009536
環境の便利さ 0．87738 0．76980 12，616 0．1209947
家族の生活課題 0．88101 0．77618 7，851 0．9701160D－01
老　　後　　生　　活 0．88381 0．78112 5，686 一〇．8061181D－01
住民の施設環境課題 0β8528 0．78373 3，098 0．6038006D－01
constant 3．ユ26072
表13　生活全体の重回帰分析
重相関係数 寄　与　率 最終ステッvのF値 回　帰　係　数
労働の私的動機 0．49773 0．24774 185，272 0．4707853
家族の消費生活 0．69990 0．48987 177，705 0．4561074
生　　活　　環　　境 0．74853 0．56030 52，264 0．2539538
家族の生活課題 0．77779 0．60496 30，465 0．1933693
環境の便利さ 0．79081 0．62538 14，991 0．1334577
老　　後　　生　活 0．79839 0．63743 8，709 0．1009525
住民の施設環境課題 0．79934 0．63894 1，075 0．3598552D－0ユ
constant 3．289793
表14　生活階層帰属意識の重回帰分析
重相関係数 寄　与　率 最終ステッvのF値 回　帰　係　数
家族の消費生活 0．30699 0．0942435，956 0．2460932
労働の私的動機 0．42605 0．18152 34，980 0．2453735
老　　後　　生　　活 0．50632 0．25636 28，727 0．2199285
生　　活　　環　　境 0．52903 0．27987 9，467 0．1296439
住民の施設環境課題 0．55ユ44 0．30409 9，247 0．1266187
環境の便利さ 0．56348 0．31751 4，939 0．9188208D－Ol
家族の生活課題 0．56362 0．31766 0，059 0．1019941D－01
constant 2．724364
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連続的な関係にあるものとみた階層帰属意識であり，5段階尺度でそれを自己評価したも
のという性質をもっていると考えられる。したがって，我々は生活階層帰属意識を5殺階
尺度による変量とみて重回帰分析を行なってみたものである。その結果によると，生活階
層帰属意識に対する7因子の説明力は必ずしも高くないことが明らかとなった。しかし，
そこには興味深い結果も見出せる。すなわち，生活階層帰属意識に対して，7因子の中で
相対的に高い説明力を有する因子は三つある。第一は家族消費生活の因子であり，ついで
労働生活の私的動機充足の因子である。この両因子の説明力にほとんど差はない。ついで
老後生活の因子が，他の4因子より大きな説明力を有している。この3因子が今日の人々
の生活階層帰属意識を主として説明する生活満足意識であるといえる。生活階層帰属意識
は生活満足意識のみによって因果的に説明されうるわけではなく，他の意識要素との関連
をも問わなければならないことは，この結果より明らかであるが，しかし，とりわけ，「生
活全体満足」と強い相関関係にあることは種々の調査の明らかにしていることであり，
先にみたように，「生活全体満足」は労働一消費の満足意識によって説明され，また，し
たがって，生活階層帰属意識もまた，労働一生活過程の満足意識のあり方によって一部説
明されるという関連になっていると考えてよいだろう。同時に，今日，老後生活にかかわ
る因子が生活階層帰属意識にかかわるということも注目すべきことのようだ。
　以上の我々の分析の結果，生活満足のあり方を知るに当って，生活満足を単に消費満足
ととらえるのでなく，労働生活満足とのかかわりにおいてもとらえるべきである事が事実
として明らかにされた。そこで，次に特にこの点について分析を深めるために，労働生活
満足のあり方と，現在の職業生活の自己評価との関連をみてみたい。
　〔現在の職業の自己評価の因子分析〕
　ここで現在の職業の自己評価というのは，表ユ5に示すアンケート項目に対応するもので
ある。これらはいずれも生活主体の労働の私的動機の観点からの評価であるといってよい
性質のものである。
　表16は，11項目にわたるこれら変量の因子分析の結果を示しているが，4つの因子を析
出することができるであろう。第一の因子は，労働の主体的要因というべき項目が相関の
強いものとしてまとめられているといってよい。労働そのものが労働主体にとって主体性
をどれだけ発揮できるものであるかにかかわる諸項目についての自己評価の因子といって
よかろう。
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表15　職業の自己評価にかかわる11項目
　（イ1あなた様は現在のお仕事が好きですか。番号を○でお囲み下さい。
実　数
?
5．好　　き 97 33．9
4．まあ好き 93 32．5
3．どちらともいえない 71 24．8
2．どちらかといえばきらい 6 2ユ
1、き　らい 5 1．7
失　業　中 7 2．4
無　回　答 7 2．4
計 286 100．0
｛ロ）今のあなたのお仕事は，次の点であなたとしては良い仕事だと思っておられますか。
　下記のそれぞれについて適当な欄に○を入れて下さい
??????????????????????????????????【???
計
9
1．高い収入が得られる仕事
@　　2．8@　26，2 @　29．716．4@　1G．8@　　3．1@　10．8@　100．0
80 16 11 36
2．失業のおそれのない仕事
@　19．6@　28．0 27．3 @5．6@　3．8@　　3．1@　12．6@　100．0
?? 52 45 286「　　層　■　■　　一　一　一　り　曹　曽　働くH寺階】カf矢豆く，　ロ段な時問3．　の多い仕事
@　1．7@　Il．9 33．9 18．2 @工5．7
　9一　一　　一　一　，　騨　一　　一　　一　甲　，　¶
@　　3．1@　15，4 100．0
286r　　”　幽　■　　一　一　一　　一　曹　曹　－
　昇進や成功のチャンスの多4．　いf士事
@　　2．1 8．4@　34．6 @　15．4
56－P　一幽曽　一一　一　ラ曹　幽　一
@　19，6@　　3．5@　16．4 100．0
83 66 33　　　一　　　一　自分の能力が思いきり発揮5，　できるf聞事 55一一辱＿巨一＿＿一＿三
@　19．2 @　29，0@　23，ユ@　8．4
17ρ　7　一　一　　．　一　一　噸　一　　－　　一
@　5，9 2．8 11．5@100．0
73　内容が興味がもてて面白い6．　f士事
@　12．6@　33，6 @　25．5@　6．3 @　4，9 2．8 ユ4．3 @100．0
7．よいf士事仲間のいる仕事
@　9．8@　29．4@　31．8@　　5．6@　　4．9 @　　3．1@　15．4@　1GO．O
13 13　　　　一　自分の裁量でやる余地の大8．　きい仕事
@　16．1@　32．9 26．2 4．5 4．5 @　2．8@　12．9@　ユ00．0
一呈 40g健廉をそこなわない快適な’労働条件のある1士事
@　8．4@　23、8@　21．0@　2L3@　　8．4 3．1 14．0@ユ00．0
10．世の中のためになる仕事
104 76 8 8 40
@　15．4
”　噛　一　　一　一　一　　一　　’　一　　，　匿
@　36．4@　26．6@　　2．8@　2，1 @　2．8@　14．0@100．0
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表16　現在の職業の自己評価一因子分析一
労働の主
ﾌ的要因 労働条件 仕事仲間 収入一地位 共通性
労働の自由度 0．843270．10791 0．042460．223920．77469
能力発揮 0．81346 0．049390．132020．349990．80408
現在の仕事の好き嫌 0．759870．19201 0．23547 0．038260． 7工17
労働への興味 0．71382 0．10862 0．45220 0．265340．79623
仕事の意義 0．60581 0．42936 0．41039 0．05671 0．72299
余暇時間 0．040400．839070．03527 0．107120．71838
快適な労働環境 0．188440．720580．14878 0．30518 0．67001
失業のおそれ 0．2392！ 0．592170．46421 0．125110．63902
仕事仲間 O．263720．159710．84021 0．247500．86226
昇　　　進 0．24537 0．221430．118140．851620．84845
高　収　入 0．267270267110．355400．600750．62999
固　有　値 3．12232 1．966931．53267 1．51539一寄　与　率 38．4 24．2 18．8 18．6 一
　第二因子は，労働時間の長さや，健康を損なわない労働条件や，職業の安定性など，い
ずれもいわゆる労働条件といわれるものに他ならない。したがって，これを「労働条件」
（に対する自己評価）の因子とよぶことにしよう。
　第三因子は，他のいずれの諸項目とも独自な因子を構成するものとして，「よい仕事仲
間のいる職場」が析出された。
　第四因子は収入と昇進との相関が高く，「収入一地位」に対する自己評価の因子とよぶ
ことができよう。
　内容的には，単純集計からみると，第一因子を構成する諸項目に関する自己の職業の評
価は，いずれも高く，人々はこの労働の主体的要因に関してそれぞれの労働生活を高く評
価し肯定していると判断できよう。
　第二因子は，これに反して，とりわけ労働時間の長さの点で全体として評価が悪く，忙
がしいとしており，また，健康をそこなわない労働環境についても，悪いとする人がかな
りいて評価は必ずしもよくはないようである。しかし，失業のおそれのない安定した職業
という点では良いとする人が多く，評価は高いといってよい。
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　第三因子についてはまあ良いとする人がほどほどに多く，悪いとする人は少ない。
　第四因子については，悪いとする人が目立ち，昇進については特に良いと評価する人が
きわめて少なく，評価が全体として低くなっている因子といってよいだろう。
　以上のようにサンプル全体としては，労働の主体的要因や仕事仲間については評価は高
く，労働条件，収入，昇進については評価が全体的に低いと概括することができる。
　ちなみに表17は，職業の自己評価に当って，どの項目に大きな重要度を与えているかを
示している。もっとも重視される点は能力を発揮できる職業という点であり，ついで，健
康を損わない労働環境であり，ついで失業のおそれのない安定的な職業ということになっ
ている。収入に関して自己の職業の評価は全体として低いが，評価基準としては4番目で
あるに対し，満足度の高い「能力発揮」はもっとも重視される基準となっていることは興
味深い。
　〔中流意識と労働一生活過程の満足〕
　さて，以上，我々が接しえたサンプルが全体として共通にもっていると仮定される満足
態度，自己の職業に対する生活主体としての評価態度を記述したわけであるが，次に我々
表17職業の自己評価にあたって重視される項目
一番目に大切 二番目に大切
仕　　　　　　　　　　事 だと思うもの だと思うもの
実　数
?
実　数
?
1．高い収入が得られる仕事 38 13．3 32 11．2
2．失業のおそれのない仕事 54 18．9 31 10．8
3．働く時問が短く，暇な時間の多い仕事 4 1．4 3 1．0
4．昇進や成功のチャンスの多い仕事 3 1．0 2 0．7
5．自分の能力が思いきり発揮できる仕事 69 24ユ 47 16．4
6．内容が自侭がもてて面白い仕事 19 6．6 18 6．3
7．よい仕事仲間のいる仕事 ユ4 4．9 24 8．4
8．自分の裁量でやる余地の大きい仕事 7 2．4 31 10．8
9．健康をそこなわない快適な労働条件のある仕事 39 13．6 68 23．8
10．世の中のためになる仕事 30 10．5 21 7．3
無　　　回　　　答 9 3．1 9 3．1
? 286 100．Q 286 100．0
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は，生活階層帰属意識上のそれぞれの地位とこれらの因子がどのような関連にあるのかを
問題としてみたい。
　まず生活満足の7因子について各サンプルの因子スコアを求め，帰属意識別にその因子
スコアの平均値を求めたものが，図5である。これによると，生活階層帰属意識の差異は
「労働の私的動機満足」の因子，「消費生活満足」の因子，「老後生活」の因子における満
足度の高さの差とよく対応している。ここでは上層についてはケース数が少なすぎるので
無視する事にする。「中の上」「中の中」は，正の値をとり，全体の平均（0．0）以下の負
の値をとる「中の下」「下」と区別される。4階層が，上記三因子において明確な満足意
識の高さにおける差異と照応している。また，ついで生活環境の満足度の差異に．ついても，
「中の中」「中の下」のあいだでそれほどの差異を見出しえないにしろ，一応の対応を示し
ているといってよいだろう。「中の上」は7因子のうち6因子においてもっとも満足意識が
高い層であり，この意味で実質的に中流の生活満足をもつ層といえるが，「中の中」層は，
前記三因子以外では必ずしも他の下位の層と明白な差異をもたない。いずれにしても，重
図5
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回帰分析の結果からすると生活階願帰属意識は生1舌満足意識のみによって因果的に説明し
えないとはいえ，生活満足意識の高さによって一定の説明が可能である事がわかろう。ま
た，すでに明らかにしたように，労働生活は生活満足の点からも重要なかかわりをもつ。
そこでとりわけ，労働生活と生活階層帰屈意識との関連に注目してみるとどうであろうか。
　図6は，自己の職業の評価の4因子について，上記と同じ分析を行なった結果である。
ここでは，「労働の主体的要因」の評価の因子と，「収入一地位」評価の因子が，帰属意識
の差異と照応している事がわかろう。この二つの点での評価の高さは，人々の生活階暦の
序列づけと照応するといえる。これに対して，労働条件に関する評価や，職場の仕事仲間
に関する評価は，労働の主体性において疎外され，収入一地位において低いと評価する入
の中流意識を高めるように作用している。
　次に我々は階級帰属意識について同様の分析を試みてみよう。人々がみずからをどのよ
うな階級に帰属するとするかは，生活満足のあり方と何らかの関係を有するだろうか？
図6
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　まず，図7は同様にして階級帰属意識別に因子スコアの平均値を求めたものである。図
5の中流階層帰属意識のパターンと比較すると一見じて，図7の階級帰属意識はかなり異
なった様相を呈しているようにみえる。しかしよくみると次のようにいえるのではないか。
①労働一生活過程の基軸にっし・ていえば，資本家階級，中間階級，労働者階級の順に，
その満足意識の高さに上下序列がみられる。
②全体として，5つの因子について，資本家階級は最も満足度が高く，中間階級は5っ
の因子について労働者階級より満足度が高い。労働者階級は2つの因子で中間階級よりも
満足度が高いが，全体として，多くの因子で他の2階級より満足度は低い。
　以上からすると，生活満足の高さの序列と階級帰属の差異と一定の関連がみられそうだ
が，しかし，その差の大きさは明白なものとはいいがたいかもしれない。
　図8は，職業の自己評価の4因子について同様の分析を行なったものであるが，これに
ついては明らかに一定のパターンがみてとれる。とりわけ，「労働の主体的要因」と「収
図7
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図8
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入一地位」評価の高さが，階級帰属意識の差異と相関していると考えられよう。いうまで
もなく，階級帰属意識はもっぱら職業のこの因子における自己評価によって決まるとは推
定できないにしろ，これらの因子は地位，権限の高さの評価とかかわると考えられ，こう
した点で，三つの階級が上・下序列として区別され，それぞれ自己を位置づけていると考
えられる。
　それでは，生活階層帰属意識と階級111｝属意識はまったく異なった文脈のもとにあるもの
と考えてよいだろうか。
　図9は両者のクロス集計であるが，これらの図によると，両者に明らかな相関関係があ
るとみてよいだろう。生活階層の序列によって下に行くほど労働者階級に帰属するとする
人が増大し，中間的であるほど中間階級に，また上方に行くほど資本家階級に帰属すると
する人の比率が増大してくる。こうした相関関係は何によって説明されるのだろうか。階
級帰属意識は生活満足の高さと関連して上下序列の中で意識されるという事はさして明確
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図9　NO．1
上
?341
　　　　　　　　　生活階層
　　　　　　　　　　　中の中
　　　　資本家階級
　　　　　　　　　　　42　．9　O／0
　　　　7人（2．5％）
中の上
　　42　．9　0／e
中の上
3，6％
中の中
　45　．1　O／o
下
6．20／．
上1．6％
労働者階級
193人（69．4％）　中の下
43．5％
上1．3％
　中の上
29　，9　e／，
中の下
9．30／o
中間階級
フ7人（27．7％）
下1．3％
中の中
58．4％
に推定できそうもなかった。しかるに職業生活の評価，とりわけ，「労働の主体的要因」
と「収入一地位」の評価のあり方は，労働における私的動機充足の満足度とかかわり，生
活全体の満足度に影響を与え，生活階層上の帰属に影響を与えると同時に，これらの自己
評価の高さは階級帰属と関連し，かくして，両者に明白な相関関係を作っているのではな
いかと思われる。
　生活階層帰属は生活満足の大きさの差異と相関し，そうした文脈のもとで自己の職業の
自己評価が関連してくるのに対し，同じ職業の自己評価は異なった文脈で階級帰属意識に
相関するといえそうである。しかし，生活階層が生活満足の上下関係に関連し，必ずしも
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図9　NO．2 　無回答
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92．3％
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上・中・下の地位間に対抗的関係や断絶を意識するものではなく，むしろ階層行動として
は，この上・下の序列のできるだけ上方に位置しようという志向を特色とするのに対して，
この階級帰属意識は，いわゆる「階級意識」を特色としてもつのであるか否かはここでは
明らかにしえない。しかしながら，生活階層帰属との相関を考えてみると少なくも，良い
職業，悪い職業という意味での上・下の序列的な関係を意識として含んでいるのではない
か，と推定されえよう。階級帰属意識は今日一般の階級イメージが多少とも変化し，定義
づけが変動し，一般には曖昧になってきていることと関連し，旧来の「紋切り型」の定義
づけとして理解する事はできなくなっていると思われるが後日の検討課題としたい。（註
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4）ともかく，階級帰属意識を階級意識を核として対抗関係にある他と自己を区別する意
識とすることを自明とする事はできない現状にあるのではないだろうか。．
　表18は職業階層と階級帰属の相関をみたものである。ここで中間階級帰属者に注目する
と，いわゆる新中間階級といわれるホワイトカラー層に中間階級帰属意識は比較的多くみ
られる。この同じ中間階級に帰属するとする人たちは典型的に中流意識をもった人々で，
図9にみられるようにほとんど「中の中」，「中の上」から構成されている。しかし，逆に
表18
階級帰属意識 資本家階級 中間階級 労働者階級 計
階級区分 実数
?? ???
実数　　列　　行　　　　％　　　％ 実数　　列　　行
@　　　％　　　％
実数　　行
@　　　　％
A　資本家階級＝（1）＋②＋（3｝ 4 57．1 8．2 24　　32，4　49．0 21　　11．4　42．89　　100．0
ω個人企業主
i2｝会社役員と管理職
G　管理的公務員
??　0
T7．1
@0
　0
P4β
@0
2　　　2．7　33．3
P7　　23．0　60．7
T　　6．8　33．3
4　　　2．2　66．7
V　　　3．8　25．8
P0　　5．4　66，7
6　　100．0
Q8　　100．0
P5　　100．0
B　（4）軍入・警官・保安サービス員 o 0 0 1　　　1．4　50．0 1　　　0．5　50．02　　100．0
C　自営業者層＝〔5）＋（61 3 42．9 3．8 20　　27．0　25．3 56　　30．2　70．979　　100．0
（5）　自営業者と家族従業者
@〔a）農林漁業従事者o　｛b）鉱工運通従事者
??42．9
S2．9
@0
3．9
W．3
O
19　　25．7　25．0
P1　　14．9　30．6
54　　29．2　71．1
Q2　　11．9　61．1
76　　100．0
R6　　100．O
9　，　■　　，　　一　一　　・　　層　一　一　　一　一　一　冒　一　　幽　　．　曹　．　一　「　　一　　一　一　曽　P　刷　　一　　一　一　　噛　　一　一　一　曹　瞳　7　　，　一　　一　　匿　o
@　（ω販売従事者｛　　（d）サービス職業従事者
．??? ??　5　　　6．8　23．816　　8．6　76．221　　100．0
@㈲　専門的・技術的職業従事者
@〔7｝上記のうち家族従業者
? ?@〇
@〇
1　　　1、4　33．3
O　　　　0　　　0
2　　　1．1　66．7
Q　　　LI　IOO．0
3　　100．0
Q　　工00．0
D　　労働者階級＝〔8｝一（14＞ 0 0 0 28　　37．8　21．1105　　56．7　78．9133　　100．0
所謂サラリーマン層＝〔8）十（9）
@（8）専門的・技術的職業従事者｛　㈲事務従事者
????????????????????????16　　21．6　35．5
P1　　14．9　33．3
29　　15．7　64．5
Q2　　11．9　66．7
4 　　100．0
R3　　ユOO．O
@生麗的労働者層＝（1①＋〔11）
@　㈹農林漁業従事者
??　　　　0
@　　　0
??9　　12．2　11．3
Q　　　2．7　28．6
71　　38．4　88，7
T　　　2．7　7L4
80　　100．0
V　　10G．0
斗生産的労働者層＝〔12｝＋（13｝
@　（12）販売従事者
??　O
@o
??　I　　　l．4　20．0
@1　　　1．4　25．0
4　　　2．2　80，0
@3　　　1．6　75．O
　5　　工OO，0
@4　　100．O
〔14）完全失業者 0 0 0 2　　　2．7　66．7ユ　　　0．5　33．33　　100．0
主　　　　　　　　　婦 0 0 0 1　　　1，4　工00．00　　　　0　　　0 1　　100．0
計 7 100．0 2．6 74　100．0　27．8185　100．0　69．5266　　100．O
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中間階級帰属は新中間階層の典型的意識だということはいえそうもない。労働者階級に帰
嘱するとする人は，我々のサンプルではほとんどすべての職業階層で多数をしめ，例外は
会社役員，管理職層だけである。とりわけ，鉱工運通自営業者および生産的労働者は80％
以上が自己を労働者階級に帰楓させている。 （つづく）
〔註1〕拙稿「（続〉恥充階層帰属意識の分析一大学生の出身階層調査を素材として一」
　　岡山大学経済学会雑誌第15巻第1号
〔註2〕拙稿同上
〔註3〕犬田充「日本人の階層意識一中流の読み方・とらえ方一」（PHP研究所昭57年
　　1月）や総理府，経済企画庁などの公式見解は，中流意識のたかまりを，消費生活
　　レベルないしは「くらし」の満足水準のたかまりともっぱら結びつけて理解してい
　　るように思われるが，この見解に対して疑問を提示しておきたい。
〔註4〕安田三郎「現代日本の階級意識」（有斐閣）における階級意識の定義は「心入が自
　　分は労働者階級に妬しているという自覚をもち，社会主義社会の実現を目標として，
　　そのために階級連帯の必要性をみとめ議会制民主主義のもとにあっては革新政党（社
　　会党・共産党）を支持する意識」というものである。この定義にもとづいて「階級
　　意識」調査を行えば，安田氏がすでに明らかにした時点よりも，今日，より一層「階
　　級意識」の不存在が立証されるだけであろうと想像する。しかし，生活福祉充足の
　　量的拡大と実質的平等性の実現というようなものを目指しての社会的主体の成熟の
　　問題は，まったく可能性を失なっているわけではないであろうし，その現実の定：量
　　的観察について，異なった工夫も必要であろうと思われる。
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